




















































































































































































































































農業 甲種（女） 80 481 37．6％ 11，020 156β45 213％
乙種 69 17，110
甲種 403 315，655
商業 甲種（女） 56 516 40．3％ 37，640 377β75 5L4％
乙種（女） 57 24，080
甲種 22 5，575
水産 甲種（女） 1 27 2．1％ 200 6，415 o．9％
乙種 4 640























工業 農業 商業 水産 計 工業 農業 商業 水産 計
北海道 lo 11 15 3 39 4，665 3β60 10，550 670 19，545
青森 2 4 3 1 10 1，530 2β40 L750 250 5β70
岩手 3 8 7 2 20 1，280 2，000 2，750 490 6，520
宮城 2 11 6 1 20 1，730 2，720 3，250 50 7，750
秋田 2 4 2 8 1，070 1，600 1，150 3β20
山形 3 5 3 11 2，100 1β65 1，770 5，235
福島 4 11 8 23 2，655 3β50 5ゆ00 11β05
茨城 1 15 4 1 21 1，040 4，500 2，500 250 8，290
栃木 4 9 10 23 2β25 3β00 5，695 12β20
群馬 4 9 3 16 2，500 2β80 1，750 6，930
埼玉 5 15 15 35 2，840 5，550 6β05 15，195
千葉 2 30 13 4 49 1，290 7，280 5，760 1，065 15β95
東京 33 7 89 129 31，745 2β10 78β10 112β65
神奈川 10 5 15 30 9，680 1，820 13β00 25，100
新潟 6 19 12 1 38 3，261 5，525 7，245 250 16，281
富山 4 8 9 1 22 2，280 2，770 5，220 275 10，545
石川 3 5 4 1 13 2，420 1，470 2，420 150 6，460
福井 1 7 2 1 11 750 2，050 1，750 300 4β50
山梨 5 8 4 17 2，150 2，430 1β50 6，230
長野 4 37 15 56 3，620 13，260 8，235 25，115
岐阜 3 17 5 25 3，250 4，410 4，150 11β10
静岡 6 21 21 2 50 3，070 6，930 13，400 1，000 24，400
愛知 14 12 28 54 9，070 4，190 2L740 35ゆ00
三重 5 10 7 1 23 3，255 2，705 5，190 290 11，440
滋賀 3 3 5 11 2，105 1，550 3，250 6，905
京都 4 10 11 1 26 3，085 2，900 12β50 150 18ρ85
大阪 26 3 45 74 29β60 1，750 42，165 73，775
兵庫 9 11 23 43 8，790 3，480 18，290 30，560
奈良 2 5 2 9 980 1，570 L550 4，100
和歌山 2 7 10 19 1，570 2，160 6，050 9，780
鳥取 2 8 3 13 980 2，910 1β50 5，540
島根 3 8 3 1 15 2，540 2，840 2，450 150 7ρ80
岡山 5 8 16 29 2，060 3，210 10，950 16，220
広島 9 22 15 46 6，550 5，760 10，900 23，210
山［ 7 7 11 25 4，320 1，920 7ρ70 14，210
徳島 2 4 4 1 11 1β30 1β80 2，200 150 5，060
香川 3 6 7 16 1，650 2，120 4」50 7，920
愛媛 4 15 4 23 2，460 3，950 2ρ00 9β10
高知 2 7 2 1 12 1，490 2，160 1，950 150 5，750
福岡 12 15 17 44 7，490 5β00 12β00 25，590
佐賀 3 5 5 13 1，740 2β50 2β50 6ρ40
長崎 2 4 7 1 14 2，620 1，650 4β30 360 9，460
熊本 4 13 8 25 3，130 5，740 4，930 13β00
大分 5 7 4 16 2，755 2，080 2，580 7，415
宮崎 1 9 4 14 745 2，410 2，500 5，655
鹿児島 8 13 8 1 30 4，985 4，520 5，720 225 15，450
沖縄 1 3 2 2 8 130 820 750 190 1β90






















































設立者 工業 農業 商業 水産 総計
道庁府県 146 356 125 22 649
郡市立等 74 110 211 5 400
私立・財談議 35 15 180 230































乙甲 道庁府県 市区町村 地名 設立者 名称 分科・学科
北海道 札幌郡 江別町 財法 北海道庁立興農義塾野幌機農学校 農科
児玉郡 児玉町 財法 埼玉県児玉農学校
農蚕科
埼玉
入間郡 飯能町 財法 埼玉県飯能実業学校
商業科
大宮市 私 大宮農商学校 農園科・商業科
北足立郡 与野町 財法 財団法人農民講道館少年道場
本科
東京 世田谷区 下馬町 財法 東京畜産工芸学校 研究科
専修科甲
種 男子部




愛知 丹羽郡 古知野町 財法 滝実業学校 商業部
研究生
専修科
岐阜 羽島郡 下中島村 財法 即真実業学校 女子部
農業科






山武郡 睦岡村 私 私立埴岡農林学校
研究科
印旛郡 八街町 私 八街農林学園 本科・研究生
東京 麻布区 新堀町 財法 麻布蹄鉄専修学校 蹄鉄工科
神奈川 高座郡 渋谷村 私 相模殖産学校
























































































甲乙 道庁府県 市区町村 地名 設立者 名称 分科・学科
小樽市 若竹町 道庁 北海道庁立小樽水産学校 漁携科・製造科・養殖科・練習科
本科（午熱科・製造科）
北海道 1磯郡 ．L磯町 道庁 北海道庁立函館水産学校 専修科
研究科
厚岸郡 厚岸町 道庁 北海道庁立厚岸水産学校 漁携科・製造科
青森 八戸市 湊町 県 青森県立水産学校 本科（漁・製）・研究生
岩手 宮古市 磯鶏 県 岩手県立水産学校 漁携科・水産科
宮城 牡鹿郡 渡波町 県 宮城県水産学校 漁携科・水産科
茨城 那珂郡 那珂湊町 県 茨城県立野水産学校 本科（漁携科・製造科）・研究科
第一本科
千葉 館山市 県 千葉県立安房水産学校 第二本科（遠洋漁業科・研究補
K生・専修科）
新潟 西頸城郡 能生町 県 新潟県立能生水産学校 本科（漁・製・養）・専修科
本科（漁・製）
富山 中新川郡 滑川町 県 富山県立水産学校 遠洋漁業科
専修科
石川 鳳至郡 宇出津：町 県 石川県立宇出津水産学校 漁携科・製造科・研究科
甲
種 福井 遠敷郡 今富村 県 福井県立小浜水産学校
本科（漁・製・養）・別科・研究
竢K科
静岡 志太郡 焼津町 県 静岡県立焼津水産学校 本科（漁・製・養）
本科（憎憎・製造）
三重 志摩郡 槍脇村 県 三重県立志摩水産学校 研究生・専修科
第二部
京都 与謝郡 宮津町 府 京都府立宮津水産学校 漁掛科・製造科
島根 門門郡 東郷村 県 島根県立水産学校 漁重科・製造科
徳島 海部郡 日和佐町 県 徳島県立水産学校 漁十重・製造科
高知 安芸郡 室戸岬町 県 高知県立室戸岬水産学校 漁携科・製造科
本科（漁・製）
長崎 長崎市 県 長崎県立水産学校
専修科
鹿児島 川辺郡 枕崎町 県 鹿児島県立枕崎水産学校 漁携科・製造科・養殖科
沖縄 那覇市 県 沖縄県立水産学校 本科（漁・製）・専修科
男子部（農業科）
静岡 賀茂郡 稲取町 町 静岡県稲取実業学校 男子部（水産科）
女子部
千葉 夷隅郡 勝浦町 町 千葉県勝浦実業学校 本科女子部
岩手 気仙郡 広田村 村 岩手県広田水産学校
本科・男子部
本科・女子部





夷隅郡 御宿町 組合 千葉県御宿実業学校 男子部・研究科
女子部・本科
甲板部
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工業 農業 商業 水産
農業 一〇。304＊ 0．784＊＊＊ 一〇，694＊＊＊ 0，263
水産業 一〇，086 一〇。041 0，020 0，428＊＊
鉱業 0ユ03 一〇．127 0，071 一〇。029
工業 0290＊ 一〇。700＊＊＊ 0。616辮 一〇279
商業 0，227 一〇．706＊＊＊ 0，671＊＊＊ 一〇。297＊
交通業 0302＊ 一〇。685＊＊＊ 0。588辮 一〇270
公務自由業 0，251 一〇．646＊＊＊ 0，594＊＊＊ 一〇。325＊
家事業 0，211 一〇。587＊＊＊ 0。535辮 一〇，212
















北海道 46β24 89β79β00 1，915．3 滋賀 13，998 28，218，450 2，015．9
青森 10β38 18，171，914 1，676．7 京都 51β81 134，131，030 2，585．4
岩手 11，495 18，521，481 1，611．3 人阪 176，962 571，298，090 3，228．4
宮城 18，270 30，084，657 1，646．7 兵庫 110，594 333β72，440 3，01＆9
秋田 12，022 23．088β32 1，920．5 奈良 12，903 24β95β40 1，929．4
山形 14，004 26β04β94 1β7＆3 和歌山 13，163 28，143，980 2，13＆1
福島 19，239 30，593，571 1，590．2 鳥取 9，545 15β03，540 1，655．7
茨城 22，183 34，415，520 1，55L4 島根 14β30 26，125，193 1，76L6
栃木 19，629 33，609，140 1，712．2 岡山 35，149 56，521，150 1，60＆0
群馬 18β79 30β43β10 1，633．8 広島 54，195 99，076，510 1β28ユ
埼玉 27β83 46，946，520 1，714．4 山昌 35，579 68β34β40 1，934．7
千葉 25，944 41．933β17 1，616．3 徳島 8，488 14β10β40 1，686．0
東京 282β42 858，276，750 3，034．5 香川 11β77 20，976，060 1．766ユ
神奈川 53β97 107β91，070 1，992．5 愛媛 23β94 43．947β60 1β54．8
新潟 34，566 71，722，220 2，074．9 高知 8，240 15，510，420 1β82．3
富山 19，007 31，507，430 1，657．7 福岡 91，301 176，162，120 1，929．5
石川 15，253 29，030，980 1．9033 佐賀 14，911 25，740，920 1．7263
福井 12，572 23，382，700 1β59．9 長崎 23，880 46，848，260 1，96L8
山梨 7，082 13，760，880 1．943ユ 熊本 32，775 59，779，280 1β2＆9
長野 21，493 35，773，290 1．6644 大分 21，358 37，206，440 1，742．0
岐阜 20，253 37，254，700 1β39．5 宮崎 14，270 24，242，230 1，69＆8
静岡 35，072 65．148β70 1β57．6 鹿児島 19β30 33，986，820 1．7582
愛知 85，868 191β30，650 2，23L7 沖縄 2，415 4，177，680 1，729．9









































































































甲乙 種類 市区町村 地名 設立者 名称 分科
本科・電気
本科・応用化学




水戸市 塁壁町 県 茨城県立水戸農学校 本科（養蚕科）
産業組合専修科
本科
結城郡 結城町 県 茨城県立結城農学校
専修科
新治郡 石岡町 県 茨城県立石岡農学校
稲敷郡 江戸崎町 県 茨城県立江戸崎農学校 農業科・畜産科
真壁郡 真壁町 県 茨城県立真壁農学校
本科（農業科）
北相馬郡 井野村 県 茨城県取手農芸学校
本科（園芸科）





西茨城郡 笠間町 県 茨城県立笠間農学校 女子部
研究科
鹿島郡 鹿島町 県 茨城県立鹿島農学校
筑波郡 上郷村 県 茨城県立上郷農蚕学校
男子部
筑波郡 谷田部町 学校組合 茨城県立谷田部農芸学校
女子部
男子部
那珂郡 小瀬村 県 茨城県小瀬農学校
女子部
西茨城郡 笠間町 県 茨城県立笠間農学校（女子） 女子部
筑波郡 谷田部町 学校組合 茨城県谷田部農芸学校（女子） 女学部
水戸市 柳小路 県 茨城県立水戸商業学校
真壁郡 養蚕村 県 茨城県立下館商業学校
商業
那珂郡 湊町 県 茨城県立湊商業学校
猿島郡 古河町 県 茨城県立古河商業学校
水産 那珂郡 那珂湊町 県 茨城県立湊水産学校
本科（漁携科・製造
ﾈ）・研究科
乙種 農業 那珂郡 小瀬村 学校組合 茨城県小瀬農学校 女子部
（「昭和十七年四月現在　実業学校一覧』より作成）
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個人所得の低い府県であるほど、農業学校定員占有率が高いという傾向があった。例えば、最も
所得金額が低かった茨城県における実業学校の配置をみてみよう。　藍表棚の通り、1942年、
茨城県には工業・農業・商業・水産学校を合わせて延べ21校が存在した。うち14校が甲種農業学
校．1校は乙種農業学校であった。定員占有率をみるとおよそ54％が農業学校であった。このほ
か、個人所得が低く、農業学校定員占有率が高い府県としては、長野県、鳥取県、千葉県などが
あげられる。商業学校定員占有率は所得と正の相関を示した。東京府、大阪府、兵庫県、京都府
などにおいて、個人所得・商業学校定員比率がともに高い値をとった。工業学校については、商
業学校ほど強くはないが、同様の関係があった。
おわりに
　1942年を対象に、実業学校の地域配置を、産業構造や所得との関係から検討した。
　全国的動向として、以下の点が明らかとなった。学校数・収容定員数ともに商業学校が最：多で
あった。おおよその学校規模も商業が最大であると考えられる。設置者をみると、工業・農業・
水産学校は府県立が中心であった。商業学校は私立・郡市立など府県以外の設立者が多かった。
　実業学校の地域配置をみると、工業学校は大阪、山形、神奈川、石川、大分など、農業学校は
茨城、長野、鳥取．千葉、沖縄など．また商業学校は東京、京都、圏山．愛知、和歌山などにお
いて定員占有率が高かった。実業教育のどの分野に重点を置くかは、府県によって異なったこと
が分かった。
　産業構造と実業学校の配置との間に最も強い関連性をもったのは農業の分野であったと考えら
れる。商業学校の配置と関連性をもったのは⊥業や商業、交通業といった第二次・第三次産業で
あった。⊥業分野においても、産業と実業学校の配置との間に関連性はあったと考えられるが、
農業・商業に比べると弱かった。戦時期にあっては、⊥業学校が軍需に応えるものへと、その性
質を変化させたことに起因する可能性もある。今後、時代的変化や、各府県の政策や民意など他
の諸要因も検討すべき課題である。所得との関連をみると、農業学校とは負、商業・⊥業学校と
は正の相関が認められた。
　本稿の分析から、実業学校の地域配置を説明する要因は．学校種によって異なることが分かっ
た。今後、学科下城などについても、さらに細かい産業分類を用いて分析することも視野に入れ
たい。
牛
昭和前期における実業学校の地域配置について
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　　（文部省実務学務局編『昭和十七年四月現在実業学校一覧』を基に作成）
藪図鱒獺道府渠別の定員占有率
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